
大
雨
に
よ
り
堤
防
や
堆
積
物
な
ど

河
川
へ
の
影
響
・
変
化
は
あ
っ
た
の
か
。

今
後
の
河
川
整
備
の
検
討
・
計
画
は
。

県
・
市
の
管
理
河
川
と
も
に
護
岸

の
被
災
が
あ
り
、
災
害
復
旧
工
事
を
進

め
て
い
る
。
国
に
お
い
て
は
28
年
度
策

定
さ
れ
た
計
画
に
基
づ
い
た
整
備
、
県

で
は
西
方
川
・
稲
荷
部
川
・
小
出
川
の

事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。国
・
県
に
更

な
る
河
川
整
備
な
ど
を
要
望
し
て
い
く
。

平
川
地
区
は
多
く
の
被
害
が
あ
っ

た
が
、
行
政
の
で
き
る
対
応
は
。

民
間
開
発
に
お
け
る
調
整
池
設
置

の
指
導
を
行
う
と
共
に
既
存
公
共
施
設

で
の
調
整
池
確
保
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
き
た
い
。
併
せ
て
、
黒
沢
川
浸
水
対

策
協
議
会
で
協
議
し
て
い
く
。

菊
川
市
独
自
の
補
償
制
度
を
作
り
、

災
害
に
遭
わ
れ
た
市
民
に
寄
り
添
う
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

市
独
自
の
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害

見
舞
金
支
給
制
度
は
あ
る
が
、
浸
水
の

み
の
被
害
は
支
援
の
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
。
災
害
救
助
法
に
適
用
し
な
い
浸

水
被
害
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
る
市

町
も
あ
り
、調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
く
。

要
支
援
者
の
避
難
支
援
の
対
応
は

誰
が
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
か
。
ま
た
、

警
戒
レ
ベ
ル
５
の
段
階
で
避
難
支
援
が

求
め
ら
れ
た
場
合
の
対
応
は
。

警
戒
レ
ベ
ル
３
で
避
難
行
動
を
開

始
す
る
よ
う
伝
え
て
い
る
が
、
大
規
模

災
害
で
は
自
治
会
や
自
主
防
災
会
の
力

を
お
借
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
る
。
警
戒
レ
ベ
ル
５
で
は
二
次

災
害
を
防
ぐ
こ
と
も
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
早
め
の
避
難
と
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
周
知
す
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
他
に
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

　
月
岡
の
八
穂
神
社
に
は
初
代
県
知
事
、

関
口
隆
吉
顕
彰
碑
が
あ
り
、
地
元
で
手

厚
く
管
理
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
菊
川

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
で
は
、
関
口
隆
吉
の

銅
像
建
立
工
事
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
な
り
得
る
関
口
隆

吉
氏
像
を
教
育
、
観
光
、
茶
業
の
振
興

な
ど
へ
の
活
用
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

市
内
外
へ
像
建
立
の
情
報
発
信
は
。

関
口
隆
吉
氏
の
生
涯
や
功
績
等
を

ま
と
め
た
記
事
を
広
報
菊
川
に
掲
載
。

ま
た
、
顕
彰
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成

し
、
図
書
館
や
地
区
セ
ン
タ
ー
等
に
配

架
す
る
ほ
か
、
県
内
市
町
に
も
送
付
す

る
計
画
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
関
口

隆
吉
氏
に
関
わ
る
記
事
を
掲
載
し
、
全

国
的
な
情
報
発
信
に
も
繋
げ
る
考
え
で

あ
る
。児

童
、
生
徒
へ
の
教
育
は
。

関
口
隆
吉
銅
像
建
立
の
目
的
は
、

郷
土
の
偉
人
で
あ
る
関
口
隆
吉
氏
を
顕

彰
し
、
偉
業
や
功
績
を
次
世
代
に
伝
え
、

郷
土
愛
の
醸
成
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ

る
。
小
、
中
学
校
合
同
で
の
道
徳
授
業

を
開
催
し
、
関
口
隆
吉
氏
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
や
、
社
会
科
副
読
本
へ
の
掲
載
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、
保
護
者
を

含
め
た
教
育
と
し
て
活
用
し
た
い
。

観
光
事
業
に
生
か
す
考
え
は
。

来
年
度
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
を
計
画
し
て
い
る
が
、
菊
川
駅
か
ら

月
岡
ま
で
の
ル
ー
ト
に
お
い
て
、
東
館

の
多
目
的
エ
リ
ア
を
使
用
し
、
関
口
隆

吉
氏
に
係
る
資
料
の
展
示
等
を
考
え
て

い
る
。菊

川
茶
業
の
振
興
の
た
め
に
、
菊

川
茶
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
関
口
氏
の
写
真

を
入
れ
る
考
え
は
。

茶
業
協
会
の
会
長
と
し
て
、
協
会

の
中
で
も
話
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

く
。

台
風
災
害
で
の
対
応
に
つ
い
て

西
下　
敦
基
（
市
民
ネ
ッ
ト
）

関
口
隆
吉
像
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

落
合　
良
子
（
無
所
属
）
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